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第２章 計画の基本的な考え方 
 

１．計画がめざすもの 

これまでの取り組みを踏まえ、本計画では、誰もが夢を持ち、住み慣れた地域で安心して自分

らしく暮らせることをめざしています。 

そのためには、地域で暮らす生活者の視点で住民一人ひとりが主体となって、考え、話し合い、

行動し、地域でつながり、支え合うことが大切となります。また、下支えとして「一人ひとりの人権

が尊重され、差別のない社会」の実現が重要となります。 

本会では、地域住民、関係機関、関係団体など多様な主体とともに、地域の「つながり」や「気

づき」を力に、「みんなで支え合う、福祉のまちづくり」すなわち「地域共生社会」の実現に取り組

みます。 

 

２．計画がめざすものの実現に向けて（基本目標） 

本計画がめざす地域共生社会「だれもが夢を持ち、みんなで支え合う福祉のまち」の実現に向

けて、３つの基本目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下支えとして】 

 

 

 

地域共生社会の実現 

だれもが夢を持ち、みんなで支え合う福祉のまちへ 

地域の「つながり」や「気づき」を力に、みんなで支え合う 福祉のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１ 

身近な地域で 

つながり、支え合う 

仕組みづくりの推進 

基本目標２ 

多様な主体の 

参加支援と連携の 

推進 

基本目標３ 

身近な地域における 

支援のための 

ネットワークづくりの

推進 

本会が共助を推進し、地域住民、関係機関、関係団体など多様な主体と一緒に取り組む 

互いの違いを認め合う共生意識の醸成 
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基本目標１ 身近な地域でつながり、支え合う仕組みづくりの推進 

 

市民一人ひとりが、人権や福祉、自分の住む地域について知り、自分ごととして理解を深め

るとともに、主体的に地域福祉に関わることができるよう、意識、関心の醸成を図ります。 

また、地域力の基盤となる地区福祉委員会をはじめとする地域団体等の活動・運営を支援

するとともに、地域の「気づく」力、支援に「つなげる」力の向上や、地域住民と専門職・専門機

関等の連携を支援することで、地域が一丸となって身近な地域でつながり、支え合う仕組みづ

くりを進めます。 

 

めざす姿 

 八尾市に関わるすべての人が、互いの違いを認め合う共生意識を持ち、考え、行動で

きる。 

 市民が自分の住む地域やその地域での活動等に関心・興味を持ち、何らかの地域活動

に参画している。 

 地区福祉委員会を中心として、地域福祉活動がさらに活性化している。 

 地域の「気づく」力、「つなげる」力が向上し、地域住民と専門職の連携による見守り活

動が広がっている。 

 

 

 

基本目標２ 多様な主体の参加支援と連携の推進 

 

市民一人ひとりが、自分の暮らし方や地域等への意識・関心に応じて、地域に関わり、地域

でつながりが持てるよう、さまざまな機会・場づくりを進めるとともに、地域において「支え手」

「受け手」という関係を超え、誰もが活躍できる環境・仕組みづくりに取り組みます。 

また、地域福祉に関する既存のネットワークの強化を図る一方で、福祉分野を超えて、地域

で活動するさまざまな主体とのつながりを促進し、多様な主体による福祉のまちづくりをめざし

ます。 

 

めざす姿 

 地域での活動に参加する市民、地域での多様なつながりを持つ市民が増えている。 

 地域福祉活動に新たな担い手が参加し、既存の担い手とともに楽しく活動している。 

 地域で多様な主体が、立場や属性を超えて地域の課題を共有し、解決に向けた議論、

取り組みを行うことができる場（プラットフォーム）がある。 

 

  



10 

 

 

基本目標３ 身近な地域における支援のためのネットワークづくりの推進 

 

地域での困りごとや福祉ニーズなどに対応できるよう、本会ならではのサービス・事業等を

展開します。 

また、権利擁護や生活困窮者への支援、災害時における要配慮者支援などにおいて、関係

機関や団体等のネットワークを活かして、専門機関としての支援を推進します。 

さらに、複合的な問題や制度の狭間の問題等については、市・関係機関と連携し、ネットワー

クを活用しながら課題解決に取り組み、身近な地域での暮らしを支援します。 

 

めざす姿 

 地域での心配ごと・困りごとから福祉ニーズに応じて、きめ細かなサービスや事業など

が展開されている。 

 権利擁護や生活困窮者支援に向けて、一人ひとりに寄り添いながら専門機関との連携

による支援が展開されている。 

 地域の多様な主体が、平時の関係づくりに取り組み、災害時等の支援体制の強化につ

ながっている。 

 複合的な課題や制度の狭間の問題等について、関係機関や市の関係部署と連携しな

がら対応できている。 

 地域におけるどんなささいな生きづらさも見逃さない多職種連携による福祉のネット

ワークが構築され、具体的な活動に取り組んでいる。 
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３．計画の体系 

本計画がめざす地域共生社会の実現に向けて設定した３つの基本目標を達成するため基本

施策を以下に整理します。 

 

計画が 

めざすもの 
基本目標 基本施策 

地
域
共
生
社
会
の
実
現 

だ
れ
も
が
夢
を
持
ち
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
へ 

１ 

身近な地域で 

つながり、支え合う 

仕組みづくりの推進 

１ 人権と福祉のまちづくりへの意識や 

関心の啓発・醸成 

２ 地域力向上に向けた支援 

３ 地域における見守り・支え合い 

２ 

多様な主体の 

参加支援と連携の 

推進 

１ 幅広い市民の参加促進 

２ 地域福祉活動の担い手づくり 

３ 多様な関係機関・団体との連携 

３ 

身近な地域における 

支援のための 

ネットワークづくりの

推進 

１ 身近な地域で展開する福祉の取り組み 

２ 「自分らしく暮らしたいを支える」権利擁護の推進 

３ 生活困窮者への支援 

４ 災害時における支援 

５ 包括的な福祉のネットワークの推進 

 

 

  


